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***************************************************************** 

《１》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

***************************************************************** 

『徳治郎とボ ク』 花 形みつる /作  理論 社  2019 年 4 月  対象 年齢：小 学校

高学年以上  

 

あ ら す じ ： 中 学 生 の ボ ク が 、 頑 固 な お 祖 父 ち ゃ ん 、 徳 治 郎 と の 幼 い 時 か ら 現

在 ま で の 関 わ り を 回 想 す る 作 品 。 四 歳 の と き 、 手 作 り の 竹 と ん ぼ を も ら っ

た 記 憶 か ら 、 一 緒 に 山 に あ る 畑 に 行 っ て お 祖 父 ち ゃ ん の 「 ち っ せ ぇ と き 」



の 話 を 聞 か せ て も ら っ た こ と 、 お 祖 父 ち ゃ ん が 心 筋 梗 塞 で 手 術 を 受 け た こ

と 、 帰 宅 し て 寿 命 は 半 年 と 言 わ れ た に も か か わ ら ず 、 怒 鳴 り 続 け な が ら も

三 年 間 生 き 続 け た こ と な ど が 、 さ ま ざ ま な 家 族 の 反 応 と と も に 鮮 明 な 記 憶

で 語 ら れ る 。 ボ ク は 、 お 祖 父 ち ゃ ん が な ぜ 、 こ ん な に 怒 鳴 る の か を 考 え 続

ける。  

 

Ｔ：とても新 鮮で心 に残る作品で した。  

中 学 生 の ボ ク が 四 歳 か ら を 振 り 返 る と い う な か な か 複 雑 な 入 れ 子 構 造に

な っ て い る け れ ど 、 そ れ ぞ れ の 年 ご ろ の 見 か た で お 祖 父 ち ゃ ん の 様 子 を 描

いている点が とても リアルに感じ ました 。  

Ｙ ： お 祖 父 ち ゃ ん と 犬 の シ ロ と 畑 に 一 緒 に 行 っ て 「 ち っ せ ぇ と き 」 の 話 を せ

が む ボ ク の 様 子 と 、 描 写 か ら 垣 間 見 ら れ る そ の 時 の こ と を 少 し 冷 静 に 見 る

中 学 生 の 視 点 が 絶 妙 で す 。 中 学 生 の 視 点 が あ る こ と で 、 お 祖 父 ち ゃ ん が 決

し て ベ タ ベ タ し な い な が ら も ボ ク の こ と を 思 っ て い る 様 子 が ひ し ひ し と 伝

わってきます 。  

Ｔ ： お 祖 父 ち ゃ ん が 少 年 時 代 を 語 る こ と で 、 内 向 的 な ボ ク が あ こ が れ た り 、

励まされたり して成 長していく様 子も読 み取れます。  

ボ ク の 年 齢 が 上 が る に つ れ て お 祖 父 ち ゃ ん へ の 理 解 も 深 ま り 、 母 や 伯母

な ど 周 り の 人 た ち か ら 聞 く お 祖 父 ち ゃ ん の エ ピ ソ ー ド も 増 え て 少 し ず つ お

祖 父 ち ゃ ん 像 が ボ ク の 中 に 作 り 上 げ ら れ ま す 。 こ の よ う な 描 き 方 も 謎 解 き

のようでうま いなと 思いました。  

Ｙ ： 両 親 が 離 婚 し て 、 母 子 家 庭 に な っ た ボ ク に と っ て の お 祖 父 ち ゃ ん は 父 親

的 存 在 で も あ っ た と 思 い ま す 。 そ し て 、 ボ ク が 成 長 し て い く に つ れ て 、 お

祖 父 ち ゃ ん と 過 ご す よ り 夢 中 に な る こ と が 出 来 て く る と こ ろ も 書 か れ て い

て嘘がない作 品だと 思いました。  

Ｔ ： お 祖 父 ち ゃ ん は 、 幼 い ボ ク に と っ て は す ぐ に 怒 鳴 る 怖 い 人 で し た が 、 だ

ん だ ん 自 分 の 生 き 方 を 曲 げ な い プ ラ イ ド を 持 っ た 人 物 だ と い う こ と が わ か

っ て い き ま す 。 そ し て 、 ボ ク は 、 い と こ の エ リ カ ち ゃ ん が お 祖 父 ち ゃ ん の

そういう側面 を受け 継いでいるこ とに気 づきます。  

Ｙ ： こ の 作 品 で 一 番 心 に 残 っ た の は 、 死 に 近 づ い て い る お 祖 父 ち ゃ ん が ど う

し て 怒 鳴 り 続 け 、 自 分 の 意 志 を 通 そ う と し 続 け る の か を ボ ク が 考 え 続 け 、

は っ と 気 づ く 場 面 で す 。 お 祖 父 ち ゃ ん は 、 一 人 の 人 間 と し て の 尊 厳 あ る 死

に方（生き方）を、身 を持って家族 に見せ ることで、「生 きる」とはどうい

うことかを示 したと いうことが伝 わって きました。  

Ｔ ： 高 齢 化 社 会 の 日 本 で 、 老 人 の 看 取 り を 子 ど も の 視 点 で 描 い た 新 し い 児 童

文 学 作 品 だ と 思 い ま す 。 お 祖 父 ち ゃ ん の 畑 へ 行 く 道 か ら 見 え る 富 士 山 が 印

象的でした  

 

＊今回のゲス トは当 財団の宮川健 郎理事 長（Ｔ）です 。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 45 回「飢餓陣営 」  

反戦への願い を込め て  ～〈不生産式体 操 〉から〈生産 体操〉 へ～  

 

これまで三回 に渡っ て取り上げた 「セロ 弾きのゴーシ ュ」（ 本 メルマガ 102～

104 参照）は、音 楽を テーマとした 作品で した。セロ だけでなく 、童話創作 の

た め に オ ル ガ ン も 習 っ て い た と い う 賢 治 で す が 、 音 楽 は 〈 文 学 殊 に 詩 や 童 話

劇の詞の根底 になる ものでありま して、ど うしても要る のであ ります〉（大正



15 年 12 月 15 日付、父宛書簡）と その重 要性を述べて います 。賢治童話の 底

流に、さまざ まな形 で歌があるの も首肯 できます。  

 

今 回 取 り 上 げ る 「 飢 餓 陣 営 」 は 、 花 巻 農 学 校 の 教 員 時 代 、 賢 治 が 生 徒 を 指 導

して上演した 戯曲・ 童話劇です（ 大正 11 年 9 月上演）。  

 

舞 台 は 、 マ ル ト ン 原 の 臨 時 幕 営 地 。 辛 く も 全 滅 を 免 れ た も の の 、 飢 餓 に 喘 ぐ

バ ナ ナ ン 軍 団 の 兵 士 た ち は 、 バ ナ ナ ン 大 将 の 帰 還 を 待 ち わ び て い ま し た 。 や

が て 戻 っ て き た 大 将 は 、 酒 に 酔 い 、 馬 肉 を 食 し て い た の で す 。 空 腹 に 堪 え き

れ な く な っ た 兵 士 た ち は 、 大 将 が 身 に つ け て い る お 菓 子 で で き た 勲 章 を す べ

て 食 べ て し ま い ま す 。 責 任 を と っ て 自 殺 し よ う と す る 特 務 曹 長 で し た が 、 大

将はそ れ を 許 し 、〈 生 産 体 操 〉 と 名 付 け た 果 物 を 栽 培 す る 方 法 を 伝 授 し ま す 。 

 

物語の背景に 、大正 9 年から始まったシ ベリア出兵を 指摘す るのは米地文 夫

です（ 2015 年）。米地 は、賢治が 郷土を意識 し、同郷人 を戦場に送 り込んだ出

兵 を 痛 烈 に 批 判 、 む し ろ そ の 戦 力 で 農 業 生 産 力 を 高 め 、 岩 手 を 豊 か に す る べ

きとの願いを 込めた と述べていま す。  

 

劇中、バナナン大 将 は〈生産体操〉が〈従 来の不生産式 体操と 撰を異にする 〉

と 述 べ て い ま す 。 命 を 奪 う 非 生 産 的 な 戦 争 よ り 、 生 命 を 大 事 に し 、 育 む こ と

の 大 事 さ を 語 り か け て い る よ う で す 。 結 末 、 生 産 体 操 に よ る 果 物 を 見 て 、 大

将は次のよう に言い ます。  

 

〈 実 に 立 派 じ ゃ 、 こ の 実 は み な 琥 珀 で つ く っ て あ る 。 そ れ で い て 琥 珀 の よ う

に お か し な 匂 で も な い 。 甘 い つ め た い 汁 で い っ ぱ い じ ゃ 。 新 鮮 な エ ス テ ル に

み ち て い る 。 し か も こ の 宝 石 は 数 も 多 く 人 を も な や ま さ な い じ ゃ 。 来 年 も ま

た み の る じ ゃ 。 あ り が た い 。 又 こ の 葉 の 美 し い こ と は ま さ に 黄 金 じ ゃ 。 日 光

来りて葉緑を 照徹す れば葉緑黄金 を生ず るじゃ。讃う べきか な神よ。〉  

 

重 い テ ー マ を 扱 い つ つ 、 展 開 や 素 材 を コ ミ カ ル に 仕 上 げ た 賢 治 。 農 学 校 教 員

として 、 若 い 命 の 行 く 末 に 思 い を 馳 せ て い た の で は な い で し ょ う か 。（ ペ 吉 ） 

 

（本文の引用 は、新 潮文庫版『新 編  銀 河鉄道の夜』 により ました。）  

 

***************************************************************** 
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***************************************************************** 

その 11 さまざまなご 質問にお答え します （ 22）おはなしにつ いて７  

 

質問：「明か りをくれ ！」(『おはなしのろ うそく３０』 ス ペイ ンの昔話  松

岡享子：訳 )というお 話に、「や もめ女」 と いう表現がで てきま す。  

①やもめ女と いう表 現は子どもた ちにわ かるのだろう か？  

② で き れ ば 、 お 母 さ ん が 一 人 で 子 育 て し て い る こ と を 、 子 ど も た ち に わ か っ

てもらったう えで、 お話を語りた い。  

③どうしてや もめに なったのかは 、この お話からはわ からな い。  

④類話「こ の世の光 」(『世界の民話⑬ 地中 海』 ぎょ うせい )でも「やもめ」

が 使 わ れ て い る 。 ひ っ か か る こ と が あ る お 話 は 語 ら な い こ と に し て い る の

で す が 、 こ の 作 品 は 、 心 ひ か れ る も の が あ り 、 は じ め の 「 や も め 女 」 は 、

そ の ま ま で 、 以 降 は 「 女 」 と 変 え て 語 っ て い ま す 。 こ の お 話 に か ぎ ら ず 、

気になる言葉 があっ たときにはど うした らよいでしょ うか。  



 

少 し 長 く な り ま し た が 、 い た だ い た 質 問 を 少 し だ け 編 集 し て 掲 載 さ せ て い た

だきました。  

この作品は、 貧しく 住む家のない 母と 7 人の息子が小 さな村 の幽霊が出る と

いう古い屋敷 へ行き 、「明かりを くれ！」と いう幽霊の願 いを聞 くことで、裕

福になるとい うお話 です。「 やもめ 」は、家賃が払えな くなっ たという経済 力

のなさを裏付 けるも のとして使わ れてい ます。  

 

まず、子どもがわ か らないという ことだ けであれば、最初 に、「むかし、ある

ところに、貧乏な、夫のいない女、やも め女がいまし た。」と することで、子

どもにわかり ます。  

やもめは、男性 にも女 性にも使われ る言葉 で、差別用語で はあり ませんが、「や

も め 女 」 と い う 言 葉 が 何 度 も お は な し の 中 に 出 て く る と 、 状 況 を 説 明 す る と

い う よ り 、 夫 の い な い 女 と い う レ ッ テ ル を は ら れ て い る よ う に 感 じ ら れ 、 私

自身はしっく りきま せんでした。  

 

こ の 作 品 は 、 七 人 の 息 子 た ち が 母 親 に 言 わ れ て 幽 霊 に 明 か り を 持 っ て い き 、

幽 霊 が そ の 明 か り で 本 を 読 み 終 わ る の を 辛 抱 強 く 待 つ と こ ろ 、 そ し て 、 幽 霊

が な ぜ 、 本 を 読 ん で い た の か を 知 る と こ ろ に お も し ろ さ が あ り ま す 。 そ の 意

味では、夫がいな い 女性であるこ とが最 初にわかれば、何 度 も「やもめ」「や

もめ女」を繰り返 す 必要はないよ うに思 いました。そこで 、「 むかし、あると

こ ろ に 、 貧 乏 な 女 が い ま し た 。 女 に は 、 夫 は い ま せ ん で し た が 、 男 の 子 ば か

り、七人の子 どもが いました。」のよう に することもで きると 思いました。  

 

今 の 目 の 前 の 子 ど も た ち に 、 今 を 生 き る 自 分 が 語 る と 考 え た 時 に は 、 語 り 手

で あ る 自 分 の 価 値 観 が ど う し て も 反 映 さ れ る の は 当 然 だ と 思 わ れ ま す 。 ど こ

ま で な ら お 話 の 根 幹 を 変 え な い で 語 り 継 い だ こ と に な る の か 、 い つ も 自 分 自

身が試されて いるよ うに感じます 。  

 

＊ぜひ、ご質 問やご 意見をお待ち してお ります。（ Ｙ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

あべのハルカ スで６ 月 30 日まで開催さ れ ている「ク マのプーさ ん展」に行 っ

て き ま し た 。 英 国 ヴ ィ ク ト リ ア ・ ア ン ド ・ ア ル バ ー ト 博 物 館 を は じ め と す る

「クマのプー さん」 の挿絵等のコ レクシ ョン約 250 点が展示 されています 。  

 

全 ５ 章 か ら な り 、 第 １ 章 は 作 品 が 作 ら れ る き っ か け 、 ミ ル ン や シ ェ パ ー ド の

息 子 の ク マ の ぬ い ぐ る み な ど の 展 示 、 第 ２ 章 は ス ト ー リ ー 紹 介 と と も に 挿 絵

の展示、第３章は 挿絵 やページのレ イアウ トの工夫から 見たプ ー作品の特徴 、

第 ４ 章 は 初 版 本 な ど の 本 の 展 示 、 第 ５ 章 は 世 界 の プ ー 作 品 の 紹 介 と な っ て い

ます。  

 

第 ２ 章 の 部 分 は 、 プ ー 作 品 に 出 て く る 階 段 や 木 の う ろ 、 橋 な ど の 立 体 物 が あ

り 、 ま る で 、 作 品 世 界 に 入 り 込 ん だ 気 持 ち に な り ま し た 。 舞 台 と な っ た 森 の

写真も映像で 流れて おり、シェパ ードの 絵と同じだと 思いま した。  

 

シ ェ パ ー ド の オ リ ジ ナ ル の 鉛 筆 画 は 、 ク リ ス ト フ ァ ー ・ ロ ビ ン や プ ー や コ ブ

タ な ど の 表 情 が 味 わ い 深 く 描 か れ て い ま し た 。 特 に 、 ク リ ス ト フ ァ ー ・ ロ ビ



ン と プ ー と コ ブ タ が 橋 の 上 で 川 を な が め て い る 後 ろ 姿 に は 、 悲 し み を 含 め た

いろいろな感 情が読 み取れ、見と れてし まいました。  

 

絵 の 描 き 方 や 構 図 の 工 夫 も 具 体 例 を 示 し て と て も わ か り や す く 説 明 さ れ て い

ま し た 。 た と え ば 、 イ ー ヨ ー の 体 に だ ん だ ん 雪 が 降 り 積 も る 様 子 は 、 同 じ ペ

ージにイーヨ ーの３ つの変化を表 すこと で、時間の経過がわ か ります。また、

穴 に つ っ か え た プ ー を 森 の 仲 間 が み ん な で 引 っ 張 る 場 面 は 、 全 く 役 に 立 っ て

い な い 動 物 た ち を 描 く こ と で 、 物 語 の 滑 稽 さ を 絵 で も 表 現 し て い る と あ り 、

なるほどと納 得しま した。  

 

貴重な作品は 、一度 公開したら、 10 年間は非公開にな るそう です。世界を 巡

回しているこ とを考 えると、おそらく一 生 に一度の経験 だと思 いました。（Ｋ ） 

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  特別展「いきも の だいすき！薮 内正幸 の動物画展」  

動 物 画 の 第 一 人 者 と し て 、 絵 本 ・ 挿 絵 ・ 図 鑑 ・ 広 告 な ど 幅 広 い 分 野 で 活 躍 し

た薮内正幸の 仕事と その生涯を紹 介しま す。  

会  期：開催 中～６ 月 16 日（日）休館 日 あり  

会  場：姫路 文学館  北館  （姫 路市山 野井町）  

観覧料：有料  

 

●  資 料 小 展 示 「 幻 の 児 童 雑 誌 『 カ シ コ イ 』 ～ 学 年 誌 が 描 い た 子 ど も 文 化 ～ 」 

昭和 7 年に創刊され た学年別児童 雑誌『 カシコイ』（精文 館）に掲載された 貴

重な童画の原 画を、戦 前戦後に出版 された 数々の学年誌 ととも に紹介します 。 

会  期：開催 中～６ 月 30 日（日）休館 日 あり  入館無 料  

会  場：大阪 府立中 央図書館  国際児童 文 学館  （東大阪市荒 本 ）  

主  催：大阪 府立中 央図書館  国際児童 文 学館  

協  力 ： 北 村 好 子 、 行 司 千 絵 、 京 都 国 際 マ ン ガ ミ ュ ー ジ ア ム 、 大 阪 国 際 児 童

文学振興財団  

 

上 記 イ ベ ン ト の 詳 細 お よ び そ の 他 の 講 座 ・ 講 演 会 、 展 示 会 、 公 募 情 報 に つ い

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

前 号 の 【 １ 】 お 知 ら せ で 紹 介 し た 講 演 会 報 告 集 「 ふ し ぎ の 描 き 方 － あ ま ん き

み こ ＆ 富 安 陽 子 の 世 界 」 を １ 名 の 方 に プ レ ゼ ン ト し ま す 。 ご 希 望 の 方 は 、 メ

ールで件名「 メルマ ガ NO.105 プレゼント 希望」とし、 (1)お名 前  (2)郵便番

号 ・ 住 所  (3)電 話 番 号  (4)メ ー ル ア ド レ ス 、 よ ろ し け れ ば  (5)こ の メ ル マ ガ

のご感想をお 書きの うえ  office@iiclo.or.jp にお送りくだ さ い。  

締切は６月 10 日 (月 )、当選発表は 発送を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

「５月は  自転車月 間 」。ポス ターの文字 が 目に飛び込み 、気持 ちの良いこの



季節にあわせ てうま く設定したも のだと、ひとりごちる 。エコと 、健康増進、

交通緩和を基 本理念 として二年前 に設定 されたとのこ と。ス マホに目を落 と

すのではなく 、目の 前に広がる新 緑を存 分に楽しみた い。（ ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  


